
数を数える必然性のある場面を設定する

算 数

1年生｜「大きな数」

生活の中には大きな数はたくさん出てきます。し

かし、意識して数える場面を作っていかないと、子

どもたちは数えようとしません。授業の中に、数を数

える必然性のある場面を多く設定していきましょう。

1．具体物を10ずつまとめて数える活動

授業の導入ではぜひ、具体物を数え、10ずつまと

めていく活動を取り入れましょう。

「牛乳キャップつかみ

競争」をして誰が一番多

くとれたか、どの班が一

番多くとれたかを競いま

す。ブロック、数え棒な

どでも同様にできます。

教科書では、大きな数の導入では絵や写真などを

数える活動から入っています。これは、ひとつずつ

数え上げたり10ずつまとめたりする方法を体験した

後にさせると、混乱なくできるようになります。

2．数表を見ながら100までの数を唱える活動

模造紙に100までの数表を書きます。数字が規則

的に並んでいることに子どもたちは気付きます。数

字の並びの美しさを感じさせながら、きまりをみつ

けていく学習はぜひ時間をかけて行いたいものです。

その後、数表で数を唱える練習も取り入れていき

ます。子どもたちと一斉に、太鼓や手拍子などで拍

子をとってリズミカルに数えると楽しくなります。

右の写真は100までのカー

ドを作り、黒板に掲示した

ものです。この後、数字カー

ドを1枚ずつとっていきなが

ら数を唱えました。模造紙

に書いた数表なら、マグネットなどで隠して唱えさ

せると子どもたちは喜びます。隠した数字は声に出

さず心の中で唱えるようにしたり、その逆に隠した

数字だけを唱えたりするのも変化があり、あきずに

繰り返し練習できます。

3．冬の遊びで数える活動を入れる

冬休みがあけると、生活科でお正月遊びなどに取

り組む学校も多いと思います。冬の遊びに、数を数

える活動を意識して取り入れていきましょう。

竹馬で歩いた数、はねつきが続いた数、お手玉が

続いた数、友だちと一緒に数えていきます。

コマが回っていた時間を数えることから秒を教え

てもいいでしょう。時間という見えないものも数字

で表すことができる体験を1年生の時からしておく

ことは重さなどの学習にもつながっていきます。

4．数直線を子どもと一緒に作る

大きな数を学習すると5とびや10とびで数字の書

かれた数直線が出てきます。これは1年生にとって

は抽象的な思考になります。子どもと一緒に数直線

を作っていくと、数直線の理解が深まります。

「線は何本あるのかなあ」と問います。「数えれ

ばいいよ」「数字を書いていこう」「全部数字を書く

のは大変だから10ずつ書こう」「5ずつ書いておくと

数えやすいよ」「線も目立つように少し伸ばそう」

「10の線は5の線より長いほうがいいよ」など、子ど

もと対話しながら数直線を作っていきます。
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